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光と景観

 省エネ効果の高い LED が手に入りやすくなり、市民生活をより豊かにすることを目標に掲げて、

多くの自治体で「夜間景観計画」が実施され始めている。筆者が関わっている自治体でも、歴史的

街並みに光を当てて「街の誇り」となる夜景観を作ることを予算計上するなど、光と景観の関係を

考えたまちづくりが進められている。わが街を熱く語る自治体の担当者、まちづくりご意見番の景

観審議会の委員の方々と共に様々な観点からの検討を加え、地域特性に合わせた夜の景観を一つ一

つ実現していくのは、照明デザイナー冥利に尽きる。

 LED 時代の到来とともに、光を使ったイベントが増えてきた。ライトアップ、プロジェクション・

マッピング、イルミネーション—「インスタ映え」する夜景がもてはやされるのは、今や世界的

流れと言えよう。華やかで心踊る光は、街の活性化を図り観光客を呼び込むなど、まちおこしに大

きな役割を果たしてきた一方で、生活空間とは無縁の光が氾濫する景観を許し、光と景観の基本的

な考え方を揺るがす事態も招いている。こうした光は、企画者＋光のコントロール技術に長じたシ

ステム・エンジニア＋照明器具メーカーによって作られ、自治体の担当者や商店街の人たちが企画

した内容を大手の照明メーカーがまとめることが多いが、目先の「インスタ映え」から脱却し、都

市的視野を持って景観に取り込む姿勢が求められる。

 照明デザインの世界もまた、新しい時代を迎えている。長い間「強電」の範疇であった照明が、

今やコントロール機能を扱う「弱電」抜きには成り立たなくなってきた。たとえメーカーが別々な

屋外照明器具を使っていても、一つの地域で照明の明るさを同時刻に 80% に減光するなど、統一

した考え方の下で景観を考えることができるようになってきた。照明デザイナーとシステム・エン

ジニアとの協働の時代が始まっている。� TDA 正会員／近田玲子デザイン事務所　近田 玲子 　

金沢・浅野川にかかる梅の橋（Photo： 茂手木 秀行）
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TDA NEWS

長野県建築士会
景観アドバイザー養成講座

TDAの設立は、景観法ができ、これを活用
し美しい景観を創ろうとする活動を支援し
ていこうという事から、専門家が集まった
事にある。今回の「景観アドバイザー養成
講座」が行われている松本との繋がりは、
嘗てここで、TDAが『景観講座』を開催し
た事にもあると聞いた。設立の意思がここ
にきてやっと花開いたといえる。コーディ
ネーター倉田直道氏（TDA 代表理事）に
意義を、地元会員の倉澤聡氏にその報告を
お願いした。

 2004年に景観法が制定されてから10余

年を経過し、2017年3月31日時点で698団

体が景観行政団体（都道府県45、政令市

20、中核市48、その他市町村585）とな

り、うち538団体が景観法に基づく景観計

画を策定している。また多くの景観行政団

体は、条例に基づく景観審議会を設置した

り、景観に関する事前協議や行為の届け出

制度を導入して、良好な景観形成に向けた

誘導を行っている。こうした景観審議会や

景観事前協議には建築や環境関連分野の専

門家や学識経験者が委員やアドバイザーと

いうかたちで参加し、行政による景観まち

づくりの取り組みを支援している。これに

加えて、大規模な開発プロジェクトなど

に、景観や都市デザインの専門家がデザイ

ン調整やアドバイザーという役割で関わる

ことも増えてきている。ただ、こうした専

門家や学識経験者の参画は、一部の地方都

市を除き、大都市圏や地方の中核都市に限

られており、多くの地方都市では、景観計

画を策定しただけで、景観についての十分

な知識や経験を有しない行政職員が限られ

たリソースの中でその運用を行っているの

が現状である。

 そうした状況の中で、景観法に定める景

観整備機構でもある長野県建築士会から

景観アドバイザーの養成に関する相談を

受け、１クール４回、計３クール12回の

景観アドバイザー養成講座を開催すること

になった。また12回の講義を受講した受

講者に対して長野県建築士会では認定書を

授与することになっている。１回の講義で

は一つのテーマに関して90分の講義を２

回（理論編、実践編）、計180分行ってい

る。現在行っている長野県建築士会によ

る景観アドバイザー養成講座では、「景

観・景観デザインとは」「建築でつくる

街並み」「ランドスケープと街の風景」

「環境色彩とは/環境色彩計画」「景観法/

景観計画と景観事前協議」「歴史的街並み

と景観」「屋外広告物と景観」「景観事前

協議と景観アドバイザー」「住宅地開発と

景観」「都市再開発と景観アドバイザー」

「景観から都市デザインへ」「景観デザイ

ンの展望」などのテーマを予定しており、

景観デザイン支援機構（TDA）のメンバー

を中心にそれぞれのテーマの専門家が講師

を務めることになっている。

 現在、景観法に基づく景観整備機構に認

定されている法人はのべ99法人（14都道

県、55市区町村）であるが、景観まちづ

くりの支援組織として十分に役割を果たし

ているとは言い難いのが現状である。景観

デザイン支援機構（TDA）では、活動の柱

の一つとして、こうした地方における行政

の景観行政担当者、景観支援組織や景観ア

ドバイザー等の専門家人材育成のために、

景観アドバイザー養成講座、景観に関する

出前講座のプログラムを積極的に提供し、

支援していく予定である。

1 倉田 直道
TDA 代表理事
／工学院大学名誉教授

景 観 ア ド バ イ ザ ー
養 成 講 座 に つ い て

 昼夜を問わずたくさんの人が訪れるこの公園はまさに都市のリビングである。うららか

な日差しの中芝生でゴロ寝をしたり、テラスやカフェで談笑したり、読書にふけったりと

いったように様々なアクティビティを楽しんでいる。日が西に傾く頃になってもひとけが

なくなることはない。むしろ夜の時間を楽しみに訪れる人も多いのだ。

 戦後間もなく戦災復興土地区画整理事業により整備された当公園はその後の財政難と管

理不足から老朽化が進み、やがて都会の公園に散見されるホームレスのメッカとなり一般

市民の足が遠のくようになっていた。10年ほど前に整備計画が持ち上がり、大震災を契

機とした都市防災の意識や国際アートカルチュア構想から都市空間の新たな場づくりが模

索されていた。他方、池袋を核とした豊島区は国内有数の高密都市でありながら消滅可能

性都市に指定された経緯もあり、この逆境をバネに都市文化政策を推進する機運が高まり

つつあった。折しも公共空間を都市の舞台と位置づけ、「誰もが主役になれるまちづく

り」が進められていたことも計画には追い風となった。かつての公園を知る人なら再整備

された姿に驚くことだろう。駅から５分程度の交通至便の地でありながらその環境は良好

とは言えなかった。歓楽街に接した周辺の路地辺りは薄暗く人目を避けて訪れる人や夜に

なれば公園自体に足を踏み入れるのもはばかられるほど不安な印象があった。

 公園計画はランドスケープデザイナーのリーダーシップのもと、１期と２期に工期を分

ランドスケープ事情 都市のリビング・南池袋公園

南池袋公園のアイコン的なさくらんぼ照明。既存樹
である桜に樹形とメンテナンスに配慮して配灯。

木製のサクラテラスは芝生広場に面して段状に連な
るベンチがあり柔らかい間接の光が人々を誘う。
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 長野県建築士会景観アドバイザー養成講

座は2017年12月に始まり2019年２月まで

全12回の連続講座が予定され松本で開催

されている。受講生は長野県内の建築士

の方々の45人、一般参加は私も含めて２

名、行政関係では長野県の方２名、松本市

の方２名が参加している。

●なぜ景観アドバイザーが求められるか

 長野県建築士会がこの講座を立ち上げた背

景としては、景観行政や地域の景観形成を支

援する機会が増えており、持続可能な都市・

地域としてより良い景観を創造するために

は、景観形成の背景にある人の営み等関係す

る様々な要因を包括的に捉えることができる

「町医者」的な役割を果たせる建築家が求め

られているという状況がある。

 これまでの３回の講座の内容を簡単にご

紹介したい。

●都市デザインと景観形成

  第 １ 回 目 は 昨 年 12 月 。 全 講 座 の コ ー

ディネーターも務める倉田直道講師によっ

て「景観デザインとは」をテーマに、戦前

の都市美運動から最近の都市デザインの動

向など景観デザインの系譜を踏まえながら

講義が進められた。講師の師でもあったア

ラン・ジェイコブスの「都市デザインとは

都市環境を公共的な視点から形体、視覚的

に統合すること」といったいくつかの都市

デザインの定義に触れながら、各地でこれ

まで行われてきた都市デザインの取組みや

経験について紹介された。健全な景観形成

を進めるためには、「都市環境を総合的に

考える」ことの大切さが説明された。ま

た、景観アドバイザーは、都市環境を総合

的に扱う必要性があることから、様々な関

係者や分野や部門を橋渡しする調整力も必

要であり、都市デザイナーでもあるという

自覚が必要であることが示された。

●幕張ベイタウンから学ぶ

 １月の第２回目は、曽根幸一講師による

「景観デザインと幕張ベイタウン」をテー

マとした講義が行われた。街区と建物の建

て方の関係性について大きく分けて２つの

タイプ、「街路に対してファサードを表に

し、中庭を建物で囲むヨーロッパなどに良

く見られる配置の仕方」と「日本の上級武

家地のような庭や塀が街路に接し、家屋が

敷地内部に配置されるタイプ」があること

が説明された。現代の戸建てにおいても住

宅を囲む庭や空地は狭いがパターンとして

はほとんど日本の住宅は後者のパターンが

踏襲された。また、集合住宅ではヨーロッ

パなどにおいて近代化の中で並行配置が良

しとされ、その思想が昭和30年代に日本

に移入されたまま現在でも公共住宅の多く

が未だその規格のままであるとの問題提起

がなされた。

 このような流れに対して、幕張ベイタウ

ンでの中庭型での集合住宅街区を創ろうと

いう挑戦、17年という現代では非常に長

い開発の中で、ステークホルダーや関係者

の調整役としてのマスターアーキテクトの

役割や経験談、新しいまちをつくるための

デザインガイドライン作成での苦労等示唆

に富むお話をいただいた。

 景観アドバイザーにとって、調整能力を

鍛え、調整できる環境自体を整えることの

重要性や、現在のまちづくりにおいて「ま

ち使い」や「まち営み」という視点が重要

になっているとの指摘があった。

●微気候と景観

 ２月の第３回講座における井上洋司講師

のレクチャーでは「微気候と景観」をテー

マに、景観の背景にある地形、気象、微気

候、本来の植生、歴史、人の営みなど景観

の構造を出来る限り把握した上で、ランド

スケープや景観を考えることの重要性を中

心に教えていただいた。人間が心地よく感

じる空間デザインにとって視覚だけではな

い、微気候を生み出すという視点からの植

栽のデザインの重要性について事例をもと

に解説いただいたことが印象深かった。

 今後の講座でも、「色彩と都市デザイ

ン」など景観にかかわりの深いTDAの専門

家達による講義が予定されており、個人的

にも楽しみにしている。

2 倉澤 聡
TDA 正会員／都市計画家

長野県建築士会景観アドバ
イザー養成講座　開催報告

けて進められた。公園自体の設計に入る前、池袋駅周辺における３つの公園と街路の環境

整備方針を立案し、その中で光環境の全体方針も位置づけることができた。よって当公園

は単発の整備ではなく、池袋の今後を見据えた全体計画に基づく先導的なプロジェクトと

なった。

 公園デザインの大きな特徴は中央の芝生広場である。その広場を囲むように北側にサク

ラテラスとカフェレストラン、南側にはリボンスライダーが特徴的なキッズテラスがあ

る。芝生広場には照明を一切置かず、周囲のテラスや園路の明るさを頼りに安心を担保し

ているのが光環境のポイントになっている。暗くても平坦で見通しが効けば安心は得られ

ることから照明なしが実現した。実際に暗さを楽しみに来ている人たちが多いのにも驚い

た。もちろんカフェでランタンを借り芝生で食事をする人たちもいて過ごし方はそれぞれ

である。カフェから漏れる窓明りはさながら公園の行灯として、テラスのさくらんぼ照明

は公園のアイコン的な存在である。リボンスライダーの光は安全の明るさを確保するとと

もに暗い芝生越しのアイストップとなり夜間景観として公園の奥を引き締めている。

 この公園では初期段階から維持継続のための都市経営的視点が重要視されてきた。今後

も官民一体となった運営の工夫が継続され、成熟社会にふさわしい公共財の活用につな

がっていくことが多いに期待されている。

トミタ・ライティングデザイン・オフィス代表／照明デザイナー　富田 泰行

南端には丁寧に研ぎ出された人造大理石のリボンス
ライダーがあり夕刻から光を受けて浮かび上がる。

中央の芝生広場には夜もたくさんの人が訪れる。カ
フェでランタンを借り食事を楽しむことも可能だ。

施主：豊島区　
総合プロデュース・公園設計：ランドスケープ・プラス　
照明デザイン：トミタ・ライティングデザイン・オフィス　
複合施設建築設計：久間建築設計事務所
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 近年、暦の節目や様々な場の物語をコン

セプトにして活気と高揚をもたらす光のイ

ベントが多くなっています。その表現はク

リスマスツリーに代表されるストリングス

LED 装飾照明から、建築のライトアップ、 

プロジェクションマッピングに代表される

映像投影や、インタラクティブな体感型の

ものなどを組み合わせて沢山の集客手段に

なっています。

 何故、人を呼びたいのか。一言では経済

効果となるわけですが、それががもたらす

ものは？　豊かで魅力的な「我が街」を作

り出したいからではないでしょうか。

 ここでの「我が街」は故郷や住環境では

なく働く人が長く滞在する丸の内のことを

指しています。元々金融、経済の中心と言

うステータスがあり、働く街としては 1 等

ですが、人を惹きつける魅力は少ないエリ

アでした。昼夜及び、平日と休日の人口の

差は激しく、就業時以外はゴーストタウン。

さてその丸の内は魅力的な街創り及びブラ

ンディング化を計画しています。光のイベ

ントとは二人三脚の関係で、それは大きく

２つの構成となっています。一つは丸仲通

りオリジナルのシャンパンゴールドのス

トリングス LED を樹木に取り付けるイル

ミネーション街路で今や冬の定番となり、

2017 年は約２㎞まで延長され今迄の中で

一番長い光の街路でした。もうひとつは名

称や開催場所が変化しながらテーマを持っ

て実施されてきた光のイベントで 1999 年

～ 2005 年までは「東京ミレナリオ」、2006

年～ 2011 年までは「光都東京 LIGHTPIA」、

そして 2012 年からは「東京ミチテラス」

が開催されてきました。

■「我が街」を魅力的な街に 

 2017 年に駅前広場が完成した事で「行幸

通り」は皇居から東京駅まで馬車が運行す

る唯一の道路となり、道路でありながら東

京の象徴の一つである東京駅が一望できる

美しい広場でもあります。そこで開催され

る「東京ミチテラス」は、昼と夜の景観は

共に場のポテンシャルをさらにアップする

スパイスになることが必要不可欠なミッ

ションと考えました。それは、丸の内だけ

でなく、完成されている「場」で開催され

る光のイベントは、そうあるべきと私は考

えます。 

 2017 年の「東京ミチテラス」はフラワー 

アティストのニコライ・バーグマン氏が総

合演出となり、私は照明デザイナーとして

協働し、光のイベントとして開催されまし

た。夜の光のイベントとして宣伝はされて

はいましたが、昼も美しくデザインされた

花が、「我が街」の住人や来場者を楽しませ、

美しい景観になるようにするという認識は

二人とも全く一致していました。またそれ

は本来の「東京ミチテラス」の目的の一つ

でもあります。夜には光のイベントとして、

昼間と違った表情で光と花が来場者を迎え

ます。光だけが際立つのではなく花と一緒

に景色になり、また光は花の呼吸の様に演

■原子砂漠に灯がともる

 広島平和記念資料館での企画展として原

爆体験者による原爆の絵を展示していた。

黒や赤などの描写が多い中、最後にこの絵

が一枚あった。夕暮れ焼け野原になってし

まった広島市内にあかりが灯りだした。

人々が生きていて、復興へ向けての現れ

だったのだろう。今私たちは日常の中で人

工的な演出光に満たされ、あかりの持って

いる本質的な魅力を感じなくなってしまっ

ているが、私はこの一枚の絵から、ほんの

小さな一つのあかりが人々に感動を与える

事のできることを痛感した。

 行政による都市整備上（行政管理部）の

照明環境は仕様設計によって計画が進めら

れてきた。特に道路は路面の照度が重要な

特集

夜の景観

景観は、見える事からはじまるといえます。
その意味では「光」無くして景観なしです。
昼の光は太陽光ですが、夜の闇を人の活動
にふさわしくしてきたのが「灯り」でした。

「灯り」は長い間、火に頼ってきましたが、
19 世紀末からは「電気の灯り」、電灯の時
代になり、その光源は「火」から電球の点
光源をへて蛍光灯のくまなく明るくする時
代に変わりました。さらに光にエネルギ―
を集約できる LED の時代に変わろうとし
ています。
これは夜の景観の大きな曲がり角、正に夜
の景観づくりのきわめて重要な時点が到来
していると思います。
拙紙、景観文化は 10 年目 40 号の節目に
あたり、「夜の景観」を考えてみたいと思
います。

1 山下 裕子
Y2 Lighting Design 代表／照明デザイナー
／日本国際照明デザイナーズ協会理事／照明学会会員

光イベントの役割
ポテンシャルをあげる「東京ミチテラス」 2 角館 まさひで

東京都市大学客員教授／ぼんぼり光環境計画
／日本国際照明デザイナーズ協会会員

あかりからの景観整備

主催：東京ミチテラス2017実行委員
撮影：（左）冨山和典／（上２点）山下裕子

出プログラムしました。配線は昼間の見え

方を考慮して、できる限り自然に隠したり、

ストリングス LED を間接的に使用して効

果的に光を潜ませたりしました。ここ数年

は夜優先のイベント色が強く、場を見せる

ターゲットを夜の来場者に集約して、昼間

の景観が犠牲になっていた様に思います。

光のイベントは「我が街」のポテンシャル

をあげるスパイスであり、イベントのため

に街があるわけではないと考えます。光の

イベントとは言っても、夜景観だけでなく、

その場の昼夜の魅力を活かして計画するこ

とが、「我が街」の魅力的なランドスケー

プに繋がると考えます。
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判断基準となっている。この概念は道路空

間のみを対象としているため、完成後は道

路が目立つ夜景となってしまっているのが

現状である。

■官民共同のあかり景観

 横浜元町仲通では照明社会実験を通して

地域住民への啓発を行った。ここでは道路

の路面照度は確保していない。街路の防犯

性を高める照明環境として、周辺の暗闇を

無くし、誘導効果を得る事が、通常の防犯

照明と比較して飛躍的に、安心感が得られ

る事が証明された。結果、照明灯は多く

なったが、総合的な省エネが実現でき、お

店が目立つ事になり、ここ10年でお客さ

んが４倍となり店舗数が２倍となった。民

側からのあかりが地域の防犯性を増し、あ

かり景観としても地域の特徴を可視化する

事ができた。

 越中八尾では防犯灯を街並みの建物側に

向け、空間認知を促進し、歩行性能を確保

し、通常の商店街と比較して≒1/80の省エ

ネも実現した。大野村（現洋野町）では民

間の敷地に公共照明を設置した。

※NPOゆめあかり＜チームゆめあかり活動＞大野村HP参照

■あかりからの景観整備

 都市空間における照明設備は景観整備

上、費用が低い割には効果が期待できる。

民によるあかり景観への参加はまちづくり

への意識改善にもつながり、地域住民の街

への積極的な参加が各地で促進されてい

る。気仙沼市八日町では民参加による「あか

り景観整備」に向けて、官民共同の新たな仕

組作りに取り組んでいる。予算上の行政の理

論的な理解と地域住民の啓発がガキとなる。

■行政がつくる大規模な夜間景観

 『東京ミッドタウン日比谷』が３月 29 日

に開業する。それに伴い千代田区道 130 号、

131 号、136 号線、千代田区有地が一体的

に整備された。1987 年に日比谷シャンテ

が開業し、それに伴い、千代田区道 131 号、

136 号線が整備され、街路灯が新設された。

 実はその街路灯、当時、私がデザインし

たものである。その頃、住宅は白熱ランプ、

オフィスは蛍光ランプ、街路灯は水銀ラン

プが主流であった。色温度や演色性など、

街路灯で気に掛ける時代ではなかった。つ

まり、街路灯は街のオブジェ的な存在でし

かなかった。そんな中、銀座通りで買い物

客が美しく見えるようにと街路灯に演色性

の高い光源を使用したのが話題になった。

それから 30 年、街路灯の光源は水銀ラン

プ、メタルハライドランプ、そして LED

ランプへと変遷し、高演色となり色温度

や配光の種類も増えた。街路灯の形はオブ

ジェ的な造形は減り、街路を照らす照明効果

の高いシンプルな形の街路灯が増えてきた。

 昼の街の景観を魅せるのはペーブメント

であり、街路樹であり、賑やかな店先だ。

昼間、街路灯は無用。夜間、照明は必要。

しかしオブジェ的な街路灯は不要である。

 『東京ミッドタウン日比谷』と一体的に

整備されたランドスケープデザインのキー

ワードは『People in the Park』。都市施設

と公園と緑豊かな道路空間をメインに据

え、街路灯の存在（形）は主張せず、夜間

は木漏れ日が感じられるような照明（街路

灯）とベンチ下に隠蔽された照明を景観に

溶け込ませることにした。

3 稲葉 裕
TDA正会員／FORLIGHTS代表＋照明プランナー
／日本国際照明デザイナーズ協会理事／照明学会会員

LEDが照明器具光源の
� 主流になって

【千代田区道136号線（工事中）：左_1987年の街路灯
（消灯）、右_今回整備された形を主張しない街路灯】

気仙沼市八日町照明社会実験：民参加による防犯性を高
める照明計画が進められている。

■住民がつくる最小で最大の夜間景観

 １月末に秋田・新屋駅前通りで『一軒一

灯運動』の実証実験を秋田公立美術大学（主

催）と行った。コアとなる施設は駅前の旧

尾形食堂、空き家の展示スペース（NINO）、

新屋ガラス工房である。それらのコア施設

を繋ぐ新屋駅前通りに面した住宅の玄関灯

などを点灯してもらい、道行く人々の安全

や安心を確保しようという実験である。事

前に点灯のお願いはしてあったものの思っ

たように新屋駅前通りの住宅の照明が点灯

されなかった。理由は空き家や不在の家が

あり、点灯することが出来なかったようだ。

我が家や私の事務所は職業上、あかりで近

隣に貢献しようと玄関灯、パンチングメタ

ルのファサード、植栽のライトアップは昼

光センサーで暗くなったら点灯、明るく

なったら消灯という制御スイッチにしてい

る。そのようなスイッチを組み込めば点灯

や消灯を忘れることはない。自宅の玄関灯

は 2009 年 10 月に LED ランプに交換し８年

以上使用しているが健在である。ちなみに

その玄関灯の１年間の電気代は約 350 円と

いうコーヒー一杯分でしかない。

 昨今の LED ランプの発達（長寿命・低

電気代）、また安価になった自動点灯・消

灯制御スイッチ。これらの技術革新と安全、

安心、そして美しい夜間景観創造の為に私

は『一軒一灯運動』を実践している。

 最後になりますが、夜間景観は行政や他

人に頼るのではなく、まず、自ら行動して

ください。暗くなってから、朝、明るくな

るまで点灯しておくのはけっして電気の無

駄ではありません。安全、安心、夜間景観

に寄与しているのですから。皆さんで行動

すれば、日本全国最小で最大の美しい夜間

景観が実現します。この紙面を見て頂いた

方の行動に期待します。

横浜元町仲通：路面は暗いが問題なく歩行性能を確保
し、お店が目立つ夜景となった。

越中八尾駅前通り整備：夜になると特徴的な街並みが目
立つ景観が形成さらた。

「原子砂漠に灯がともる」作者：田中儀作
情景日時：1945/09/10（広島平和記念資料館提供）
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シ リ ー ズ ： 地 域 か ら

「北本市」  埼玉県北本市は東京都心から電車で約45分の
距離にあるベッドタウン。荒川沿いの農村集落
として始まり、中山道と共に発展したまちは、
昭和40年代に公団住宅の建設など、大規模な宅
地開発が行われ、平成19年の人口約７万人を
ピークとして、現在では約６万７千人と人口減
少が進んでいる。高齢化率も埼玉県平均よりも
高い水準であり、今後も人口減少並びに高齢化
率の上昇が続いていくことが予想されている。
 上記のような課題を内包する郊外都市である
北本市を舞台に、北本市観光協会では「暮らし
と場の習慣を観光に」をテーマとして、観光に
よるまちづくりを行っている。
 具体的な事業としては、２か月に１度「北本
の観光のこと考えちゃわナイト」（通称かん
ちゃわナイト、平成24年より28回開催）とい
う市民参加型WSを開催し、参加者と一緒に、
北本の気になる、おもしろい、ここが好きなど
を話し合い、集まった意見から何ができるのか
を模索して、人に紹介したくなる様なまちの資
源の掘り起こしを行い、実際に体験ツアーとし
てイベントなどを開催している。
 一例を紹介すると「荒川でモクズガニという
大きなカニが獲れて、しかも食べられるらし
い」という情報から、実際に「幻のモクズガニ
を探す旅」というツアーを開催したことがあ

る。「かんちゃわナイト」で参加者からカニの
情報がもたらされた時には、この郊外の普通の
まちで、昔ならまだしも、現在でもカニが採れ
るとは誰も思っていなかった。しかし、調べて
みると、カニを籠で毎年たくさん採っている蟹
採り名人に出会えるなど、荒川周辺に昔から住
んでいる人には、いわば常識（習慣）であり、
筆者も実際にツアーで手のひらサイズほどの蟹
を捕まえ、その後は参加者で蟹汁として美味し
く頂いた。驚きと感動の観光体験は実は日常の
中にあると、とても驚いたことを記憶してい
る。
 北本市観光協会の目指す『観光』とは、単に
観光名所への誘客ではなく、北本にとって将来
にわたり、持続可能で北本のまちづくりに参加
するコミュニティの維持形成や、住人のシビッ
クプライドを醸成するような体験創出を目的
に、北本の日常の中にある多様性やおもしろさ
を、観光という手段で顕在化し、ツアーやイベ
ントとしてパッケージすることである。そのた
めに、体験ツアーやイベントなどを前提とし
て、市民や参加者に能動的行動を促し、資源で
あるヒト・モノ・コトを、磨き光らせることを
目指し、「暮らしと場の習慣研究所」等の活動
や、北本の資源である雑木林を舞台としたイベ
ント「北本春の森めぐり」を行っている。

暮らしの場の習慣を観光に

北本市観光協会　岡野 高志地域からの活動報告

その１

景観ビジネス最前線

ホワイトボード
　冬の季節はどうしても街のイルミネーションがにぎやかにな
る。でも最近はどこの街も、安易に光の景観を作り出す。幸いそ
のプロが TDA にいることもあり、今回の企画になった。ただ光
らせれば、ただにぎやかにすればいい訳でない事が分かる紙面に

なった。NEWS では景観アドバイザー養成講座の活動が TDA か
ら始ろうとしている事をお伝えできた。TDA の原点もここにあ
り、今後はさらにこの活動に力を入れていきたいと考えており、
「景観文化」の紙面でも多角的にお伝えしていきたい。


